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自己紹介

松尾康弘
データ・トゥ・トランザクション合同会社代表

国内メーカーで約10年、カメラとAIモデルの研究開発に従事し、明細書の作成など特許業務にも携わっています。

本システムは、経済産業省とNEDOが主催した2025年度のGENIAC-PRIZE（領域02：官公庁等における審査業務等
の効率化）への参加をきっかけに開発を始め、その後も継続して開発したものです。

勤務先の業務とは独立した個人の取り組みとして、業務時間外に自費で開発を行っています。

勤務先の機密情報や社内データは一切使用しておらず、特許庁が公開している特許公報のみを用いています。

※本資料の内容は個人の見解であり、勤務先の見解を示すものではありません。
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システムの概要

本システムには、入力と目的の異なる2つのモードがあります。

どちらのモードも、新規性や進歩性の結論をAIが出すものではありません。

AIが担うのは、請求項やアイデアを要件に分け、各要件が先行文献のどこに書かれているかを、根拠となる文章付き
で示すところまでです。文献ごとの分類は、要件がどれだけ書かれているかに基づく「読む優先順位の目安」で、新
規性・進歩性の判断は人が行います。その前段にある文献調査の負担を減らすことを目的としています。

■ 審査官モード
請求項を入力すると、関連する先行文献を検索します。検索結果のうち、要件に対応する記載がある文献のタブを

色分けし、根拠となる文章に吹き出しを付けます。どの文献の、どの箇所から読めばよいかが、ひと目でわかります。

■ 発案者モード
アイデアを入力すると、関連する先行文献を検索し、解決のアプローチごとにまとめて示します。権利化を検討す

るアイデアには、多くの場合、似た先行例がすでにあります。どこまでが既に知られていて、どこに差別化の余地が
あるかを、発案者が早い段階で見極められるようにします。
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使用したデータ

GENIAC-PRIZEで提供されたデータは使用せず、特許庁が公開している以下のデータを取得して使用しています。

検索モデル（SPLADE）の学習と評価には、拒絶理由通知書に記載された請求項と引用文献の対応関係を使用しています。
学習と評価は起案日で分け、新しい時期の通知書を評価専用にしています。

また、文献はテキストのみを使用し、図面（化学構造式などの画像を含む）は使用していません。

種別 件数 公開日の範囲

特開 5,733,969 2004-01-08～2026-09-04

特表 923,713 2004-01-08～2026-09-04

再公表 294,013 2003-12-31～2021-07-01
※再公表は2022に制度廃止

合計 6,951,695
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処理の流れ

SPLADEを用いて
694万件から上位文献を抽出

上位文献のそれぞれの文献の
上位チャンク※に対して照合処理

表示結果の生成

※チャンク：明細書の複数段落を
一定の長さに収まるようにまとめた単位
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審査官モード
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審査官モードの入出力
ステップ 入力 出力 処理

検索 独立請求項 上位３０文献と、
各上位１０チャンク

検索モデル(SPLADE)

請求項の分解 独立請求項 分解された要素 LLM

文献との照合
(文献毎に実施)

・上位１０チャンク
・分解された要素

・文献ごとの分類(下記)
・要素ごとの対応(下記)
・吹き出し

LLM

文献ごとの分類 意味 タブ色

D(disclosing) すべての要素に対応する記載がある 緑

P(partial) 主要な要素の一部に対応する記載がある 黄

U(unrelated) 主要な要件に対応する記載がない 灰

要素ごとの対応 意味 マーク色

一致 請求項の要素と同じ内容の記載が見つかった 青

争点あり 対応する記載あるが、狭義・広義の捉え方で判断変わる可能性あり 赤

記載なし １０チャンク内では発見できなかった 灰
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審査官モード出力例
分解した要素

文献ごとの分類

要素ごとの対応

根拠を説明する吹き出し
(最大４つ表示)

選択中のため白表示だが、緑判定タブ
数字は要素ごとの対応欄の一致数

処理対象の10チャンクは色付け

入力のクレーム

※前ページ記載

※前ページ記載

※本画面は架空の請求項で調査実施
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審査官モード性能評価

評価の対象
実際の拒絶理由通知書の〈引用文献等一覧〉に記載された文献のうち、2004年以降に公開された公開特許公報（特開）

と公表特許公報（特表）を、正解の文献とします。各問は、公開公報に記載された独立請求項（出願時のもの）を入力と
し、その出願の基準日より前に公開された文献だけを検索対象にします。基準日は、出願日、優先日、分割・変更の原出
願日のうち最も早い日です。

評価1：正解の文献を見つけられたか
本システムが選んだ上位30件に、正解の文献が1件でも含まれていれば成功とします。正解の文献が複数ある場合も、

そのうち1件を見つければ成功扱いとします。

評価2：正解の文献と同等以上の文献を見つけられたか
評価1で成功しなかった問について判定します。請求項との一致度を次のスコアで表し、本システムの上位30件のうち

最も高いスコアが、正解の文献のうち最も高いスコアと同じか、それより高ければ成功とします。

スコア ＝（一致の要素数 × 1 ＋ 争点ありの要素数 × 0.5）÷ 要素の総数
（すべての要素が一致すればスコアは1になります）

要素は、請求項のすべての要素（骨格と限定）で数えます。正解の文献も本システムの文献も、同じ方法（各文献の上
位10チャンクをLLMで照合）で採点します。最終的な成功率は、評価1または評価2を満たした問の割合です。
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審査官モード性能評価結果

評価した247問のうち80.2%で、審査官の引用文献か、それと同等以上の文献を上位30件に提示できました。

※審査官が引用する文献は、正解の一つにすぎません。同じ請求項を否定する材料になる文献は、ほかにも存在します。
「同等以上の文献」は、審査官の文献と同じ基準で採点し、一致度が同じかそれ以上だったものです。
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発案者モード

データ・トゥ・トランザクション合同会社 11



発案者モードの入出力

ステップ 入力 出力 処理

検索 発案メモ（課題や解決手段など） 上位３０文献と、
各上位１０チャンク

検索モデル(SPLADE)

解決アプローチの抽出 上位１０チャンク 解決アプローチ LLM

系統分け ・発案メモ
・30文献の解決アプローチ

グルーピングされたアプローチ LLM
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発案者モード出力例 発案メモ

グルーピングされたアイデア
とそのアイデアに該当する文献

※本画面は架空の請求項をもとにした発案メモで調査実施
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本システムでできること
• 請求項やアイデアを要素に分け、公開特許 約694万件から関連文献を検索し、要素ごとの対応箇所を根拠の文章

付きで示す。
• 審査官モードでは、評価した247件の出願の80.2%で、審査官の引用文献か、それと同等以上の文献を上位30件に

提示できた。
• LLMによる判定は、拒絶された出願と拒絶なしで登録された出願とで結果がはっきり分かれ、審査の結果と整合

していることを確認した。
• 発案者モードでは、先行文献を解決アプローチごとに分けて示す。

現時点の限界
• LLMが照合するのは各文献の上位10チャンクだけで、全文は読んでいない。それ以外の部分にだけ書かれた記載

は見落とすことがある。
• 図面は使っていないので、化学構造式などが図にしか書かれていない請求項は扱えない。
• 対象は2004年以降の日本の公開公報で、実用新案や外国の文献は含まない。分野によって成績に差がある。
• 新規性・進歩性の結論は出さない。判断は人が行う前提。
• 発案者モードの性能は、まだ定量的に評価していない。

今後
• 実務家の方に、調査済みの公開案件で使っていただき、狙いの文献が一度の検索で上位に出るか、見つけるのに

苦労した文献を拾えるか、新しく参考になる文献があるかを確かめる。
• LLMの判定が人の判定とどの程度一致するかを確認する。
• 発案者モードの評価方法を確立する。

まとめ
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付録A：検索モデルの性能
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自社開発した検索モデル(SPLADE)の性能 ※遊技機分野除く
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検索モデルの規模特性の評価方法

評価データ
学習に使っていない拒絶理由通知書（起案日 2022年6月～2023年12月、2,605出願）から、「独立請求項 × 審査官の引用文献」の組を作成

（審査官引用された文献が複数ある場合は、独立に複数の組を作成）しました。クエリは公開公報に記載の独立請求項、正解は2004年以降に公
開された特開・特表に限ります。遊技機分野を除くと、クエリは3,405問、組は4,697組です。このうち、正解が索引にあり、かつ正解の公開年
が本願の出願年以前である4,684組を集計の対象としました。

検索対象の拡大
すべての正解を含む98,323件の閉集合を出発点とし、全件索引の過去文献6,217,794件から一様にランダムに選んだ文献を、5／10／25／50／

100%の割合で加えて、検索対象を最大6,316,117件まで拡大しました。各クエリでは、本願の出願日より前に公開された文献だけを候補としま
す（公開日 ≤ 出願日 − 1日。特表は国際出願日を出願日とします）。

指標
R@k は、正解が上位k件に入った割合です。クエリ単位ではなく「請求項 × 引用文献」の組ごとに集計しているため、引用文献の多いクエリ

ほど重みが大きくなります。順位付けは本番と同じ方式で行っています。

遊技機分野を除外した理由
遊技機（パチンコ・パチスロ）は出願件数が非常に多く、評価データでもクエリの16%（4,071問中666問）、正解の組の21%（5,926組中

1,229組）を占めます。この分野の請求項は「遊技球」「入賞口」「演出」など共通の語彙と構成で書かれ、発明の違いは細部の組み合わせにし
か現れません。そのため、語彙に基づく検索モデルでは、正解と同程度に似た文献が数百件並び、審査官が選んだ1件を上位で区別する手がかり
が請求項にほとんどありません。この分野を含めると、全体の平均が分野固有の事情で大きく下がり、製造業の研究開発で使う場面の性能が見
えにくくなります。そのため主な指標からは除き、遊技機を含めた値を参考として併記します。除外したのは評価の集計だけで、学習データに
は含めています。
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付録B：LLM判定の品質
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判定の厳しさの確認

LLMによる判定（Claude Sonnet）が甘くないかを確かめるため、拒絶理由通知を受け
た出願と、拒絶理由通知を受けずに登録された出願（一発登録）とで、同じ手順の検索
と判定を行い、上位30件の判定結果を比べました。
一発登録の出願では、すべての要素を開示する文献（D）がほとんど見つからず、最高
スコアも大きく下がりました。判定は、審査の結果とよく整合しています。

拒絶案件（248問） 一発登録（87問）

判定した文献 7,440件 2,610件

すべての要素を開示（D）の文献 3.3% 0.04%

主要な要素の一部を開示（P）の文献 28.3% 13.0%

Dの文献を含む問 25.4% 1.1%

Pの文献を含む問 89.9% 59.8%

上位30件の最高スコアの平均 0.79 0.42

※1問(請求項1件)あたり上位30件評価のため、文献数は問の30倍文献ごとの分類 意味 タブ色

D(disclosing) すべての要素に対応する記載がある 緑

P(partial) 主要な要素の一部に対応する記載がある 黄

U(unrelated) 主要な要件に対応する記載がない 灰
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判定の厳しさの評価方法

懸念
評価2はLLMの判定に基づいています。判定が甘ければ、どの請求項に対しても一致が多く出て、成功率が実際より高く見えるおそれがあります。

対照の設定
審査官が新規性・進歩性を否定する文献を挙げず、拒絶理由通知なしで登録された出願（一発登録）を対照としました。判定が甘ければ、一発登
録の出願にも、拒絶案件と同じくらい「すべての要素を開示（D）」の文献が出るはずです。

対照の選び方
2022～2024年の登録公報のうち、出願日が2016～2019年の8,790件から、特許庁の経過情報で拒絶理由通知がないことを確認し、拒絶案件と出
願年・分野構成をそろえて87問を抽出しました。勤務先の出願は除外しています。

手順
拒絶案件と同じく、公開公報の請求項1を入力とし、基準日より前に公開された文献を検索して、上位30件を同じLLM・同じ判定規則で判定しま
した。基準日は、出願日・優先日・分割の原出願日のうち最も早い日です。
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